胡傑・艾暁明監督『紅色美術』のインタビュー資料およびその分析 by 土屋 昌明






























































                                                     
1 土屋昌明「民間ドキュメンタリーとはなにか―胡傑監督へのインタビュー」『専修大学社会科学研究所月
報』No. 598、2013 年 4 月 20 日。 
2 2013 年のインタビューに対する答え。 
3 牧陽一訳・訳注「艾暁明：裸は抵抗の印だ」『埼玉大学紀要（教養学部）』第 49 巻第２号、2013 年。 





































































































































































































－ 9 － 
24 
「イギリスの『ガーディアン』誌の元記者 John Gittings」が語る。  
















Evans 教授：正式な記録はない。このように、購入したばかりのものもある。たぶん 1000 枚ほ
どだ。 





























































だ。これは中国人民解放軍第 2 回展覧会で、2 等賞になった作品。「執務室の林彪同志」。文革
時期、林彪元帥は我々の副統帥だった。現在、我々がこうした資料を収集するのは、記念に残
すためなのだ。これは毛主席と林彪副統帥が、文革時期に北京の学生リーダーと接見したもの。

























































































































［訳注］毛沢東のこの詩は、1949 年 4 月 21 日におこなわれた人民解放軍が長江渡河を歌って
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－ 24 － 
72 
英語のナレーション 
全人口の 60%の人には教養がない。毛沢東は何年か前に次のように書いている。「中国の 6 億の
人口の特徴は、経済的に貧しく、文化的に立ち後れていることだ。だが、それは良いことであ
る。真っ白の紙には抵抗がない。真新しい美しい文字を簡単に書くことができる。空白を埋め










































が来たのだった。当時、私は同じ絵を 2 枚描いていた。1 枚は、その後、オークションにかけ
















－ 26 － 
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6 浅川謙次「広州交易会参観記 : 文化大革命のなかで、進んだ商談」『アジア經濟旬報』683 号、1-2 頁、
1967 年 5 月 11 日。 




























「旗」派とは、1966 年 8 月の北京における毛沢東の紅衛兵接見ののちに、広州の諸大学で設
立された紅衛兵のグループの集合体である。1967 年 1 月に「旗」派は「広東省革命造反聯合委
                                                     
7 「畫家回憶關山月：鼓勵繼承嶺南畫派傳統」『華夏經緯網』2014 年 6 月 30 日。 
8 http://study.bida.tw/lunwen/art/painting/6418.html 
9 http://study.bida.tw/lunwen/art/painting/6418.html 




襲撃したため、広州軍区は彼らに対する弾圧をおこない、3 月 15 日に軍事管制をしいた10。 
























                                                     
10 陳東林『中国文化大革命事典』「広州 1・22 奪権」による。 
11 周恩来「在广州接见革命群众组织代表及驻军代表的讲话」http://www.cnd.org/CR/ChuanXinLu_3.pdf 
12 『文革史話』第 582 回。http://blog.sina.com.cn/s/blog_6bebde1c0102v7y2.html 
13 叶曙明「广州群众组织正式分裂成东风、红旗两大派」http://ysm2001.bokee.com/4111565.html 
14 王希哲「萤火虫网周继能文章勾起了我深沉的回忆」http://www.boxun.com/forum/boxun/boxun_elite/169736. 



















別の話し手の証言によると、8 月 20 日、紅旗派（造反派）の 526 人が 20 台あまりの自動車
に分乗し、3 手にわかれて石井海軍倉庫の武器を強奪しようとした。三元里あたりで東風派（保
守派）の待ち伏せを受け、死傷者が多数出た。さらに 9 月 12 日早朝、東風派は紅旗派に対して、
人民橋の南（轻工模具厂）の「工聯河南一総部（工联河南一总部）」で進攻し、機関銃その他の
火器や装甲車を使って攻撃、死者 1 人、重軽傷者多数が出た16。 
ここで、周継能は東風派だったのに、「彼ら（紅旗派）は武器を奪って中央の指導者を守ろう
とした」と述べていることに注意すべきである。「中央の指導者」とは毛沢東のことであるが、
                                                                                                                                          
shtml 王希哲は、1950 年生まれ、1974 年にほか 2 名とともに李一哲というペンネームの壁新聞をはって、
政府のファシズム専制主義を批判、民主と法制の必要を主張した。その結果、逮捕収監されたが、1978 年




科学研究所月報』No. 585、2012 年 3 月 20 日。 
15 周継能「我与王希哲（初稿）」『17 中老友』2012 年 3 月 2 日、http://guang17zhong.blog.163.com/blog/static/ 
14016445820122235549289 
16  安哥の証言「十年内乱在狂欢中结束」http://www.xkb.com.cn/html/xinwen/zhongguo/jianguo60zhounian/ 
zuixinxinxi/2009/0815/6189.html# 







































栗憲庭は、1949 年、吉林生まれ、1978 年、中央美術学院中国画系を卒業。1979 年から 1983
年にかけて雑誌『美術』の編集にあたった17。1993 年に美術における「毛沢東主義様式 Maoist 
model」という用語を提示した批評家である。著書に『重要的不是艺术（重要なのは芸術ではな
い）』（江蘇美術出版社、2000 年）がある。宋庄美術館は、2006 年 10 月に成立の非営利型芸術
機構、北京市通州区宋庄芸術園区内にあり、5000 平米の敷地を擁する。中国現代美術を主に扱っ














格化させたのは、1942 年から 45 年の延安における整風運動であり、それは 50 年代以降も維持
されていた。 
そして、毛沢東自身も「良き個人崇拝」を認めている。1958 年 3 月の「成都会議における講
話」で毛はこう述べている。「個人崇拝には 2 種類あり、一つは正確な崇拝であり、たとえばマ




2015 年第 5 期。 
20 牧陽一・松浦恆雄・川田進『中国のプロパガンダ芸術: 毛沢東様式に見る革命の記憶』岩波書店、2000
年、第 4 章。 




























が成立した。会社側が、1922 年 9 月に組合の解散を求
                                                     
21 毛泽东「在成都会议上的讲话」『毛泽东文集』第七卷、369 頁、 人民出版社、1999 年。 
22 アントニオーニ監督『中国』（1973 年）の映像。「シンポジウム｢映像としてのアジア――アントニオー








































































Gittings である。彼は、1938 年生まれ。ウエストミンスター大学の教員を退職後、1983 年から
2003 年まで Guardian に勤務した27。彼の 1968 年から 1970 年にかけての見聞は、ホームページ
に英文で発表されている。紅衛兵の壁新聞に注目していたことが言及されているが、本作の説
明の方が詳しく具体的である。 




                                                     
26 2012 年 3 月に北京で開催された「生于 1949--李斌画展」の報道、『華夏知青』による。http://www.hxzq.net/ 
aspshow/showarticle.asp?id=6468 
27 本人のホームページによる。http://www.johngittings.com/  
28  BBC News, magazine, 27 September 2011, Growing up a foreigner during Mao's Cultural Revolution,  
http://www.bbc.com/news/magazine-15063195http://www.academia.edu/4856084/Westminster_catalogue_Harriet_ 
Evans_for_Chinese_posters_show_see_China_and_Revolution_also_on_this_site_ 
－ 36 － 
持っていた資料が、このコレクションに永久貸与されていることである29。 
続いて登場する Harriet Evans は、ウエストミンスター大学教授、著書に次のようなものがあ
る。Women and Sexuality in China: Discourses of Female Sexuality and Gender since 1949(Polity Press, 
1997)、Picturing Power in the People's Republic of China: Posters of the Cultural Revolution(co-edited 
with Stephanie Donald, Rowman and Littlefield, 1999)、The Subject of Gender: Daughters and Mothers 
in Urban China (Rowman and Littlefield, 2007)。彼女は、中国の宣伝画を専攻しており、またジェ
ンダー研究の方法として、視覚芸術の研究を手がけている。2011 年 5 月 12 日から 6 月 14 日に
かけて、ウエストミンスター大学で Harriet Evans 教授をキューレーターとして、当大学の中国
ポスターコレクションの展示会「Poster Power:Images from Mao’s China, then and now」（第 2 回、
第 1 回は 1999 年）が開催され、本作が上映されたようである30。 
もう一人の Katie Hill は、イギリスにある Office of Contemporary Chinese Art の主任をしてお
り、中国美術の展覧会のキューレーターとして活躍している。編著として、The Political Body : 
Posters From The People's Republic of China in the 1960s and 1970s, Katie Hill (editor), Published by 















                                                     
29 Amy Jane Barnes, Museum representations of Maoist China : from Cultural Revolution to commie kitsch, 
Farnham : Ashgate , 2014, pp.192. 
30 ウエストミンスター大学のホームページによる。https://www.westminster.ac.uk/about-us/our-people/ 
directory/evans-harriet 






























                                                     
31 毛泽东“支持美国黑人反对种族歧视斗争的声明”，《人民日报》1963 年 8 月 9 日，《毛泽东文集》第八卷，
328 頁。 
32 中国在线，2015 年 12 月 18 日「中国对美国黑人民权运动有什么影响」http://www.cn1n.com/history/america/ 
20151218/2331282231.htm 
－ 38 － 
加えるにあたり、インフォーマントや内容の背景に関わる調査することによって、より深く本
作を理解することができる。本稿は、その一助となることを念頭に置いている。 
本作の映像が描き出す宣伝画の最大の問題点について、最後に指摘して擱筆したい。それは、
宣伝画に描かれた身体と、当時の中国人の生身の身体とが、互いに相似していることを本作が
指摘している点である。本作に登場する栗憲庭の言によれば、宣伝画の身体表現は、伝統的な
舞台における身体表現およびその伝統を承けた模範劇に由来している。それをもう一歩進めて
言えば、中国全土が政治運動によって劇場化すると、人々の日常的な身体表現も宣伝画や舞台
における身体表現と同じになっていく。つまり、生身の身体が宣伝画の身体と同一化されてい
くのである。規律化された身体は、精神の規律化をもたらすであろう。胡傑・艾暁明が本作で
考えようとしているのは、おそらく文革宣伝画が持つ、こうした視覚を通して進められる、権
力による規律化のメカニズムなのだと思われるのである。 
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